
                                   
                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３ 年度 江別市大学連携調査研究事業 報告書 

 

小・ 中学校と 連携し た、 児童生徒の学びの連続性に関する 研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 31 日 

 

 

北翔大学 教育文化学部教育学科 

江別の学びの連続性に関する 研究グループ 

（ 横山光、 西出勉、 三浦公裕、 二宮孝行、 石塚誠之、 杉浦勉）  



 1 

目 次 

１ ． 研究事業の概要・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２  

 １ −１  研究事業の背景 

 １ −２  研究事業の目的 

 １ −３  研究事業の経過 

 

２ ． 研究事業報告 

２ −１  江別市小・ 中学校一貫教育フ ォ ーラ ムの開催【 概要】  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 

（ 1） 日 時 

（ 2） 場 所 

（ 3） 目 的  

（ 4） 参加対象 

（ 5） 申込者数 

（ 6） 日程 

（ 7） 内容 

２ −２  江別市小・ 中学校一貫教育フ ォ ーラ ムのまと め・ 分科会から の提言 ・ ・ ・ 5 

（ 1） 全体会・ 基調講演 

（ 2） 分科会のまと め・ 提言 

（ 3） 参加者アンケート 結果 

２ −３   小学校における GI GA スク ール端末利用の現状視察と 学生による提案 ・ ・ 19 

 

 

３ ． 研究事業のまと め・ 提言  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 22 

 

４ ． 資料・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 23 

 ４ −１  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム案内文書（ 表面）  

 ４ −２  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム案内文書（ 裏面）  

 ４ −３  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム全体会使用スラ イ ド  

 ４ −４  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム基調講演スラ イ ド  

 ４ −５  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム運営マニュ アル 

 ４ −６  江別市小・ 中一貫教育推進フ ォ ーラ ム文字起こ し 記録・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 別冊 

 



 2 

１ ． 研究事業の概要 

１ −１  研究事業の背景 

江別市では、 令和４ 年度から 令和５ 年度にかけて市内全校区において小中一貫教育を 導

入する。 し かし 、 令和４ 年度にモデル校と し て先行導入する第二中学校区が唯一の小中同

一校区であり 、 その他は複数の小学校から 中学校へ進学し たり 、 複数の中学校に進学する

小学校があっ たり し ており 、 小中学校の学習及び生活指導方針等の連携には未だ課題が残

さ れている。 市内全域で本格的に小中一貫教育を 導入するために、 モデル校の実践を 客観

的に分析する必要がある。  

 

１ −２  研究事業の目的 

義務教育９ 年間の学びの連続性を 高め、 様々な学校教育現場の問題を 解決するこ と が求

めら れている。 そこ で、 全国で実施さ れている小中一貫教育の事例を 調査すると と も に、

江別市の小・ 中学校の現状と 課題を 踏まえた「 望まし い学びの連続性」 について研究する。  

研究ではモデル校である江別第二小学校、 江別第二中学校での課題抽出や実践検証を 行

う 。 また他市町や、 他県における先行地域の優良事例等を 市内教員に還元する研究フ ォ ー

ラ ムなどを開催し 、 協議を 行う 。 こ れら の研究・ 普及活動を通し て、 望まし い小中一貫教

育のあり 方について提言を 行い、 江別市の小・ 中学校における「 学びの連続性」 形成に寄

与する。  

 

１ −３  研究事業・ 関連事業の経過 

※研究事業はゴシッ ク 表記 

6 月 10 日 文京台小学校 I CT 活用授業視察 

6 月 24 日 江別第二小学校 I CT 活用授業視察 

7 月 15 日 江別第二小学校、 第二中学校ヒ アリ ング 

7 月 27 日 学生による GI GA端末活用事例提案（ 文京台小学校、 江別第二小学校）  

10 月 29 日 江別市教育委員会と の打ち合わせ 

12 月 12 日 小中一貫教育全国サミ ッ ト （ オンラ イ ン・ 北広島市） 参加 

12 月 3 日 江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ ーラ ム（ 一次案内） 発送 

12 月 20 日 江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ ーラ ム（ 二次案内） 発送 

1 月 11 日 江別市小・ 中学校一貫教育推進フ ォ ーラ ム 
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２ ． 研究事業報告 

２ −１  江別市小・ 中学校一貫教育フ ォ ーラ ムの開催【 概要】  

（ 1） 日 時 令和 4 年 1 月 11 日（ 火） 13: 30〜16: 00 

（ 2） 場 所 Zoomによるオンラ イ ン開催 

（ 3） 目 的 全国的に推進が行われている「 小中一貫教育」 に関心のある皆さ ま（ 教職

員、 保護者、 教員を 目指す学生、 市民の皆様） の理解を 深めると と も に、 江

別市において令和４ 年度から 本格的に導入を始める「 小中一貫教育」 のあり

方について、 多様な立場の参加者から 生の声を 集めるこ と で疑問や課題を 共

有し 、 地域の未来を 担う 子ども 達への教育の充実に資する。  

（ 4） 参加対象 小中一貫教育に関心のある教職員及び保護者、 一般市民の皆様、 大学生 

（ 5） 申込者数 合計 89 名（ 小中教員 49、 保護者 9、 大学生 16、 大学教員 9、 一般 6）  

（ 6） 日 程 

13: 00            14: 00                               15: 00                             16: 00 
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（ 7） 内  容 

 全体会① 小中一貫教育の意義・ フ ォ ーラ ムのねら い説明（ 北翔大）  

 基調講演 「 学びの連続性を 大切にし た小中一貫教育のあり 方（ 仮題） 」  

京都市教育委員会主席指導主事 吉川康浩 氏 

 分科会 ・ 一貫教育を推進するための環境整備（ 担当： 北翔大学教授 西出 勉）  

・ 教科指導における一貫教育（ 担当： 北翔大学講師 杉浦 勉）  

     ・ 生活指導における一貫教育（ 担当： 北翔大学教授 三浦公裕）  

     ・ 児童・ 生徒理解における一貫教育（ 担当： 北翔大学准教授 石塚誠之）  

     ・ I CT 活用における一貫教育（ 担当： 北翔大学准教授 二宮孝行）  

     ・ 保護者の協力する一貫教育（ 担当： 北翔大学教授 横山 光）  

 全体会② 分科会の報告 

      総括（ 議論のまと めと 、 今後の江別市小中一貫教育の課題洗い出し ）  
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２ −２  江別市小・ 中学校一貫教育フ ォ ーラ ムのまと め・ 提言 

（ 1） 全体会・ 基調講演 

 全体会では、 最初にフ ォ ーラ ムのねら いを 説明し 、 続いて江別市で進めよう と し ている

小中一貫教育の目的やスケジュ ールについて説明を 行っ た。 その後、 京都市教育委員会主

席指導主事の吉川康浩氏から『 ９ 年間の「 学び」 と「 育ち」 を つなぐ 小中一貫教育』 と 題し

て、 京都市がこ れまで進めてき た小中一貫教育について基調講演があっ た。  

 基調講演では、 「 つなぐ 」 を キーワード と し 、 平成 23 年から 始まっ た小中一貫教育の取

り 組みが、 現在は義務教育学校８ 校を 中心と し て、 9 年間の学びと 育ちの責任を 学校だけ

でなく 、地域も 責任を 持っ てつないでいく と いう 部分に力を入れて進めているこ と や、小・

中学校のブロッ ク 内での合同研修を 行っ ているこ と 、 9 年間を 見通し た各科目の教育課程

など、 江別市にと っ て参考になる事例が紹介さ れた。 江別市にと っ て重要なのは、 施設分

離型（ 京都では連携型と 呼んでいる） の進め方と し て、 ブロッ ク で一つの学校と いう 意識

改革を すすめる合同研修の充実や、 予算的な支援と 人員の配慮などを 市が率先し て取り 組

んでいる点などが紹介さ れた。 学校運営協議会やコ ミ ュ ニティ ・ スク ールも 小中合同で設

置し ていると こ ろ が多く 、 64 校中 45 校あるこ と も 参考になる情報であっ た。  

 講演後の質疑では、 業務負担を どのよう に解消し てき たのか、 行事等の合同運営はある

のか、 小中合同の児童生徒理解のための情報交換の工夫などについて質問があっ た。 それ

に対し 、 京都市では予算や人的配慮を はじ めと し た教員の負担軽減の工夫を 行い、 学期に

数回の小中ブロッ ク での情報交換などを 行い、 教員同士の一体感を 高めてき たこ と などが

回答さ れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  フ ォ ーラ ムにおける Zoom画面 

   上： 代表者挨拶 

   下： 基調講演の吉川康浩氏  
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（ 2） 分科会のまと め・ 提言 

【 分科会① 「 一貫教育を 推進するための環境整備」 】  

運営者 西出勉（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 江別市における「 小中一貫教育」 の推進に向けた環境整備等について、 札幌市の「 小中

一貫し た教育」 について学ぶと と も に、 分科会の協議内容を踏まえ、 令和４ 年度から の江

別市の取組について推進上の留意点等を 提案する 

 

2） 分科会で得た知見・ 成果 

( ア)  札幌市の「 小中一貫し た教育」 から 学ぶ  

□ 札幌市における「 小中一貫し た教育」  

小・ 中学校の教職員が、 互いの教育課程や日常の学習指導、 生徒指導等を相互に理

解し 合う こ と で、 ９ 年間の系統性・ 連続性のある教育を 実現し 、 子ども の知・ 徳・ 体

の調和のと れた育ちの一層の充実を 図るこ と を重視する。  

【 目的】  

「 自立し た札幌人」 の実現に向け、 義務教育段階において「 知・ 徳・ 体の調和のと れ

た育ち」 の一層の充実を 図る。  

＜推進の４ つの視点＞ 

① ９ 年間を 通し た子ども の学びのつながり  

② 子ども 理解・ 生徒指導の連続性 

③ 教職員の連携・ 協働 ～ 顔の見える関係・ 意見の交わせる関係づく り  

④ 家庭や地域と の関わり  

□「 小中一貫し た教育」 の推進体制 

◇ ９ ７ 中学校区を 基本単位と し た「 パート ナー校」 を 編成し 、 「 知・ 徳・ 体の調和の

と れた育ち」 の一層の充実を 図るこ と を 目的と し て、 各パート ナー校で創意工夫し

ながら 取り 組むよう に体制づく り を行っ ている。  

◇ パート ナー校による推進体制の構築により 、 授業交流や合同研修会の実施など中学

校（ 中学校区） に焦点化し た取組が可能になると いう メ リ ッ ト がある。  

◇ 教職員の協働体制の確立については、 「 リ ーダーシッ プを 発揮する校長」 「 連絡・

調整と 進捗状況の把握を行う 教頭」 「 教職員同士の情報共有を 広げていく 実務担当

者」 など、 役割分担を 明確にし 、 取り 組んでいく こ と が重要である。  
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◇ パート ナー校でのＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを意識し た評価・ 検証の取組が必要である。 具

体的には学校評価における自己評価や学校関係者評価委員会の活用等が考え 

ら れる。 そのためには、 学校経営や教育目標の具現化の視点から 「 グラ ンド デザイ  

ン」 の作成や「 子ども 像の設定」 など校長のビジョ ンを 教職員と 共有し ながら 意識 

を 高めていく こ と が必要である。  

( イ )  「 継続でき るシステムづく り 」  に向けて 

① 中学校区における「 共通の課題」 や具体的に実践（ 実行） する内容を 明確にする。  

② 教頭や教務担当教員が中心と なっ て、 教職員間をつなぐ 「 ネッ ト ワーク づく り 」 を

意識する。  

③ 「 見通し 」 と 「 振り 返り 」 を 重視し 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを 意識し た評価・ 検証と 具

体的な改善方策を考える。  

 

3） 江別市の小中学校への提言 

第１ 分科会の協議を通し て、 主に以下のよう な視点が重要であると 考える。  

( ア)  江別市全体や各中学校区における「 一貫教育」 の推進に当たっ ては、 教職員間で基

本的な理念や目的（ 目標） の共通理解を 図っ ていく こ と が必要である。 その際には特

に、 「 ９ 年間を 見通し た系統性・ 連続性」 を常に意識し 取り 組んでいく こ と が重要で

ある。  

( イ )  「 小中一貫教育」 の目的・ 目標を 踏まえ、 江別市における「 小中一貫教育」 の具体

的なビジョ ンを 明確にし ていく こ と が求めら れる。 その際には、 「 目指す子ども 像」

の具体化やビジョ ンの全体像を明示し たグラ ンド デザイ ンの作成など、 中学校区の教

職員が「 何をどのよう に実践し ていく のか」 が具体的にイ メ ージでき る取組が必要で

ある。  

( ウ)  中学校区における教職員の協働体制の構築に向けては、 「 リ ーダーシッ プを発揮す

る校長」 「 連絡・ 調整と 進捗状況の把握を 行う 教頭」 「 教職員同士の情報共有を広げ

ていく 実務担当者」 など、 教職員の役割分担を 明確にし ながら 取り 組んでいく こ と が

大切である。  

( エ)  中学校区の小・ 中学校が一貫教育を推進するためには、 その推進の手順を 共有化し

取り 組むこ と が大切である。 具体的には、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ のマネジメ ント ・ サイ ク ルを意識

し 、 「 ①課題の洗い出し 」 「 ②重点目標・ 活動の設定」 「 ③評価・ 改善の計画」 「 ④

実践の計画・ 実施」 「 ⑤評価・ 改善」 のステッ プを 経た段階的な取組が大切である。  
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( オ)  「 小中一貫教育」 の実践に関する評価・ 検証については、 学校評価における自己評

価の活用や中学校区における小・ 中学校による合同の学校関係者評価の実施など、 学

校と 家庭（ 保護者） 、 地域社会（ 地域住民） が連携・ 協働し ながら 実施し ていく こ と

が大切である。  

その際には、 でき るだけ評価指標（ 取組指標や成果指標等） を 具体的に設定し 、 検

証し ていく こ と が、 継続的な検証・ 改善につながっ ていく も のと 考える。  

 

【 分科会② 「 教科指導における一貫教育」 】  

 運営者 杉浦勉（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 小学校と 中学校が一貫し た教育を進めていく 上で、教科指導は柱と なるも のだと 考える。

その教科指導に関し て、 小学校と 中学校に「 指導のズレ 」 や「 教え方の違い」 が生まれる

のは当然のこ と だろ う 。 本分科会では、 教科指導における「 小中ギャ ッ プ」 の解消を 目指

し 、 小中一貫し た教科指導の方向性を 提案するこ と を目的と し た。  

 

2） 分科会で得た知見・ 成果 

 一貫し た教科指導のポイ ント と し て「 教科指導の基盤」 と「 授業交流」 の二つを あげる。  

○「 教科指導の基盤」  

 教科指導のポイ ント ①と し て、 「 教科指導の基盤」 があげら れる。 こ れは、 北海道教育

委員会が進める「 学校力向上総合実践事業」 でも 取り 上げら れている「 学習規律の統一」

に関する内容である。 一方で、 「 学習規律の統一」 と いう 表現になるこ と で、 子ども たち

に強制と いっ た、 いわゆる“ 縛り ” を 与えてし まう と いう 危惧がある。 そこ で、「 学習の規

律」 と いう 表現を 使用するのではなく 、 「 学習のめやす」 と いう 表現を 使用し 、 教科指導

の基盤を 図っ ていく こ と が求めら れる。  

 フ ィ ラ ンド による教育に関し て、 小中の 9 年間の区分けが地区によっ て異なると いう 示

唆を も と に、 「 学習のめやす」 を 作成する上で、 どのよう な区分けにするのかと いう こ と

も 重要である。  

 また、 各学校で既に行なっ ている「 学習のスタ ンダード 」 と し ての取組があれば、 そう

いっ た取組を 連携校で共有し 、 それぞれを 尊重し ながら 、 統一さ せていく と こ ろ などの方

向性を決定し ていく こ と の重要性も 明ら かと なっ た。  

○「 授業交流」  
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教科指導のポイ ント ②と し て、 「 授業交流」 があげら れる。 小学校と 中学校が一貫し た

教科指導を 行う 上で、 生じ てし まう 「 指導のズレ 」 や「 教え方の違い」 と いっ た課題を 解

決するも のである。 こ こ では、 連携校同士で「 授業を見せ合う 」 こ と が重要になる。  

「 授業を 見せ合う 」 こ と で、 まずは、 それぞれの「 学習スタ イ ルの違い」 が明ら かにな

る。 次に、 それぞれの「 学習スタ イ ル」 や指導の仕方に関する違いについて、 意図や思い

を 交流し 共感し ていく こ と で、 それぞれの指導のよさ や効果について共有するこ と ができ

る。また、9 年間のゴールの姿を明ら かにし 、 小学校と 中学校で身に付けるべき 力の育成を

図っ ていく こ と が求めら れる。  

 

3） 江別市の小中学校への提言 

①学習規律の統一に関し ては、 縛り にはせずに、 あく までも 「 めやす」 と いう 表現の方が

望まし い。  

②小学校から 中学校に変わる場合や学級担任が変わる場合も 含め、 子ども たちが新し い学

び方を 身に付けると いう 考え方より も 、 学校や学級担任が変わっ ても 基本的な学び方に

変化はなく 、 子ども たちが安心し て学習するこ と ができ る環境づく り を 行う こ と が望ま

し い。  

③区分けについては、 各学校の方針や意図を 尊重するが、 教科指導の一貫教育と いう 視点

で、 小学校第５ 学年と 第６ 学年、 中学校第１ 学年は同じ 区分になると よいと 考える。  

④「 学習のめやす」 を 作成する上で、 学校の取組を 共有し 、 それを 尊重し ながら 着地点を

定める。  

⑤作成し た「 学習のめやす」 に関し ては、 小中で一貫するまでに時間がかかるも のである

ため、 重点を 決めて少し ずつ取り 組むと いう イ メ ージで進めるこ と が望まし い。  

⑥多忙な業務の中で、 一貫し た教育を 効果的に進めるために、 「 学習のめやす」 に関する

時間より も 「 授業改善」 に集中し た時間を 設定し ていく こ と が望まし い。  

⑦授業交流し 、 学習スタ イ ルの違いを 理解するだけでなく 、 その指導の意図や思いを 伝え

合い共感するこ と が重要である。  

⑧9 年間のゴールを 明ら かにし 、 小学校と 中学校で子ども たちが身に付けるべき 力を 指導

者が明確に押さ えるこ と が大切である。  

⑨小学校と 中学校の指導に関するエッ センスを 効果的に取り 入れ、 でき ると こ ろ から 少し

ずつ授業改善を図っ ていく こ と が望まし い。  
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【 分科会③ 「 生活指導における一貫教育」 】  

運営者 三浦公裕（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 本分科会では「 子ども たちの夢をかなえる“ 中学進学” を！」 を テーマに設定し た。  

小学校を 卒業し 、 中学校に進学し た後に顕在化する不登校やいじ め、 暴力行為等の問題行

動等の兆し は小学校高学年で生じ ているケースが多く 、 小中学校間の接続の円滑化や教育

活動の充実が求めら れている。 期待と 不安でむかえる中学校への進学について、 小学校と

中学校の教職員がひと つの“ チーム” になるこ と で、 何ができ るのか？ 本テーマを 通し

て、すべての子ども たちが中学校生活に夢を抱く こ と ができ るこ と を願い、一緒に考えた。  

  

2） 分科会で得た知見・ 成果 

 分科会に参加さ れた先生から 、 自校の小中一貫教育における状況を う かがい、 現在取り

組んでいるこ と や課題と なる点について意見交流を 行っ た。 以下のよう に、 現在取り 組ん

でいる内容などについて紹介さ れた。  

・ 施設隣接型と し て、 すでにモデル校と し て小中一貫教育を 推進さ れている江別第二中学

校と 江別第二小学校では、 様々な面で先行し ているこ と が多く 、 今後の一貫教育におけ

る貴重な示唆を 得た。  

・ 小中合同会議を 開催し 分科会ごと に分かれ情報交流等を 行う など、 小学校と 中学校の連

携の進めやすさ を実感さ れていた。  

・ 2 校では「 めざす子ども 像」 を 設定し 、 実践活動のスローガンを設定し ていた。  

・ 小中一貫教育に関し て、 担当さ れている先生が連携さ れ精力的に推進し ている一方で、

まだ全体の取り 組みと なっ ていないと こ ろ が課題と し てあげら れていた。  

・ 中学校における学習や生活に関するガイ ド ブッ ク （ 江別市内の中学校では「 スタ ンダー

ド 」 ） を 小中学校が共同で作成し 、 毎年その内容を 見直し リ ニュ ーアルを 行っ ていた。  

・ 施設分離型と し て、 中央中校区の３ 校（ 中央中学校・ 中央小学校・ 対雁小学校） では、 保

護者や学校運営委員の方にアンケート を 実施し 、 「 めざす子ども 像」 について検討し て

いた。  

・ 様々な事情を 抱えている児童に対し ては、 入学前相談などを 実施するこ と で不安が解消

さ れ、そのメ ンバーと し てスク ールカ ウンセラ ーなどが効果的であるこ と が紹介さ れた。 

 

3） 江別市の小中学校への提言 
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施設隣接型では、 連携し やすい環境であるこ と を 生かし ながら 、 一貫教育の取り 組みが

先行し ている様子がう かがわれた。 こ れまで江別第二中学校、 第二小学校が取り 組んでき

様々な実績が、 施設分離型で一貫教育を 進めていく 小中学校に提言さ れていく こ と が期待

さ れる。 また、 施設分離型では小学校と 中学校の連携だけではなく 、 小学校・ 中学校同士

が合同で協議する場を 設けて、 互いのよさ を 共有するこ と も 可能であると 考える。  

全国的なデータ から 、中学生になるこ と に「 不安」 を 感じ ている小学校６ 年生の親子は、

７ 割を 超えていると いう 報告も ある（ ベネッ セ教育情報サイ ト ， 2021） 。 小学生が不安を

感じ る こ と と し て学習・ 友人関係・ 校則問題や部活動など多岐にわたっ ている。 そう し た

中で、 小学校と 中学校が合同で中学校生活ガイ ド ブッ ク （ スタ ンダード 等） を 作成し 、 よ

り 児童生徒の実態に即し たも のを 目指し 毎年見直し を 行っ ているこ と は、 と ても 価値ある

実践である。 中学校に進学する前に、 中学校の学習や生活について理解するこ と は児童や

保護者にと っ て、 進学の不安を 解消する大き な安心材料と なるも のと 考える。 先進的な取

り 組みと し て、 岡山県が行っ ている「 中学校生活を スムーズに始めるためのプログラ ム」

は大変参考になる（ 岡山県総合教育センタ ー， 2014） 。  

 最後に、 小中一貫教育について、 全市的に推進し ていこ う と する意識の高さ を 強く 感じ

た一方で、 日々の教育実践の忙し さ のなか、 教職員への取り 組みと し て発展し 難い面も あ

るこ と も わかっ た。 すべての教職員が同じ 意識を も っ て小中一貫教育の役割を 担えら れる

よう 小中交流会など（ 含む分科会） を 定期的に開催し 、 つながり を 深めるこ と が大切では

ないかと 感じ た。 そし て交流会などには、 ぜひ大学も メ ンバーの一員と し て仲間に入れて

いただき 、 一緒に江別市の小中一貫教育について議論さ せていただければと 強く 願う 。  

 

【 分科会④ 「 児童・ 生徒理解における一貫教育」 】  

 運営者 石塚誠之（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 障がいの有無に関わら ず、 皆が支援し 、 支援さ れ、 と も に成長でき る社会を実現するこ

と を 最終的な目標と 考え、 本分科会では、 児童・ 生徒の成長を 促進する幼小連携・ 小中連

携など移行支援に関わる児童・ 生徒理解のあり 方について考えた。 すでに、 札幌市の「 サ

ポート フ ァ イ ルさ っ ぽろ 」 、 士幌町の「 ほろ っ と 」 などを 活用し た移行支援、 小中合同生

徒指導研修会、 小中特別支援学級の合同イ ベント など様々な活動が始まっ ている。 それら

の事例を 通し て、 児童生徒を中心と し た効果的な児童理解のあり 方について考えた。 児童

生徒の支援・ 配慮に関わる情報を どのよう に引き 継ぎ、 子ども たちの支援を つなげるこ と
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ができ るのか、 札幌市の「 サポート フ ァ イ ルさ っ ぽろ 」 活用の意義、 士幌町の育ちと 学び

のサポート フ ァ イ ル「 ほろ っ と 」 の活用における認定こ ども 園、 小学校、 中学校、 高校に

行っ たアンケート 結果などをも と に考えを深めた。  

 

2） 分科会で得た知見・ 成果 

分科会では、 士幌町発達相談センタ ーの大友輝洋先生から 、 士幌町の育ちと 学びのサポ

ート フ ァ イ ル「 ほろ っ と 」 を 活用し た事例や、 発達相談センタ ー職員と し て、 移行支援に

おける児童生徒理解を どのよう にスムーズに行う 必要があるのか実際の事例について伺っ

た。 以下のよう に、 現在取り 組んでいる内容などについて紹介さ れた。  

・ 発達障害のある児童・ 生徒の中には、 衝動行動・ 他害など目立つ症状がなく 、 学級等で

放置さ れがちであるが、 幼少児期の早期発見・ 早期治療が重要であるこ と を確認し た。  

・ ラ イ フ ステージに応じ た福祉支援・ 教育などの重要性について共有し た。  

・ 通常学級に特別な支援を 必要と する、 行動面も し く は学習面に問題を 抱える児童生徒が

6. 5％と 言われており 、 支援員やそれに準じ た教員補助者、 介助員、 学習支援員は、 地域

によっ て様々だが、 通常学級を サポート する効果的な体制づく り が課題と し て挙げら れ

ているこ と を 共有し た。  

・ 行動や発達において不安や心配な面のあるお子さ んを 支援すると いう こ と を 目的と し 、

情報を １ つにまと めるこ と で、 保護者と 関係機関（ 保健・ 福祉・ 保育・ 教育・ 医療など）

が、 より つながり やすく するためのツールと し て作成さ れた「 ほろ っ と 」 の活用事例に

ついて紹介さ れた。  

・ 進学時の注意点と し て、 学習環境・ 人間関係が大き く 変わるため、 発達障害を 抱える児

童生徒は適合が困難になり 二次障害につながる可能性があるこ と が示唆さ れた。  

・ 個別支援計画の作成に際し 、引き 継ぎのためのサマリ ーシート が準備さ れ、新し い生活、

環境にでき るだけ円滑に移行するこ と ができ るよう 、 こ れまでの様子を まと め、 要約し

活用する こ と の意義が大き い。 また、 その際、 引き 継ぎ後の配慮点について記載するこ

と が特に推奨さ れている。  

・ 個別の指導計画の活用について、 対象と なる児童生徒の苦手なと こ ろ に焦点を 当てるの

ではなく 、 良いと こ ろ や良い姿、 本人の得意なこ と を さ ら に伸ばし ていく こ と ができ る

よう な支援方法を見出し 、 計画に入れていく こ と の重要性が紹介さ れた。  

 

3） 江別市の小中学校への提言 
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発達相談センタ ーに通所し ている児童・ 生徒について、 発達相談センタ ーが児童・ 生徒

の移行支援についてどのよう な役割を 担う こ と ができ るのか、 また関わるこ と ができ るの

か明ら かになっ た。士幌町では、関係機関が連携し やすい環境であるこ と を 生かし ながら 、

一貫教育の取り 組みが行われている様子がう かがわれる。 様々な調査も 同時に実施し てい

るため、 それら の実績が、 施設分離型で一貫教育を 進めている江別市の小中学校に提言さ

れていく こ と が期待さ れる。 また、 生徒指導研修会などでは小学校と 中学校の連携だけで

はなく 、 小学校・ 中学校同士が合同で協議する場を 設けて、 互いのよさ を 共有するこ と も

可能であると 考える。 こ れまでの全国的なデータ から 、 発達障害の疑われる児童・ 生徒が

学齢児の約 6. 5％に上ると 報告さ れている。 また、その中で、不登校や適応の問題など困難

さ が生じ 、二次障害につながると いう 報告も ある。小学生が不安を 感じ るこ と と し て学習・

友人関係・ 校則問題や部活動など多岐にわたっ ている。 そう し た中で、 発達障害のある児

童に限ら ず、 移行支援にニーズのある児童生徒について、 小学校と 中学校が合同で入学時

の移行相談の機会を 設けるこ と や、 生徒指導上の問題を 共有する小中合同の生徒指導研修

会を 企画し 、 移行支援を 進めるこ と は重要である 。 また、 児童生徒理解を 促進するため効

果的な実践事例について知るこ と の意義は大き い。 中学校に進学する前に、 中学校の学習

や生活について理解するこ と は児童や保護者にと っ て、 進学の不安を 解消する大き な安心

材料と なる。 また、 小学校から 中学校に進学し た後、 どのよう に成長し 、 どのよう な力を

小学校でつけておく こ と が必要であるのか知り たいと いう 話題が小中合同の生徒指導研修

会で出ており 、 今後、 小中の学び合いにさ ら に焦点が当たると 考えら れる。  

 最後に、小中一貫教育について、推進し ていこ う と する意識の高さ を強く 感じ た一方で、

日々の教育実践で教員に課さ れる役割が増えているこ と を 強く 感じ る。 それら の負担を 軽

減する ために必要な取り 組みの一つと なり う る児童生徒理解の推進が、 児童生徒の将来的

な自立や大き な成長につながる可能性を 持ち合わせていると いう 理解を 広げながら 、 小中

一貫教育の役割を 担えら れるよう 小中交流会や効果的な実践の紹介などを 進め、 更なる学

びにつなげていき たいと 考える。  

 

【 分科会⑤ 「 I CT 活用における一貫教育」 】  

 運営者 二宮孝之（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 GI GAスク ール構想が前倒し で進めら れ、 既に小中学校にタ ブレッ ト 端末が配布さ れ活

用さ れている。  
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本分科会では小中一貫で I CT の活用するためにどう いう 方法があるのか、 活用例を 小学

校児童と 中学校の生徒、 小学校教員と 中学校教員、 保護者と 小中学校教員の関係を意識し

て示すこ と が目的である。  

 

2） 分科会で得た知見・ 成果 

①児童生徒のつながり を意識 

 静岡県、 美和・ 阿部口・ 足久保小と 美和中学校の取組例と し て、 授業における交流場面

の紹介があっ た。 また、 小 6 と 中 1 以外の交流でのタ ブレ ッ ト 端末活用例も 紹介さ れた。

こ れら の事例では、 I CT の活用によっ て児童生徒のつながり を それぞれが意識でき たこ と

が重要な成果と し て共有でき た。  

②小学校教員と 中学校教員 

 どの様なアプリ がイ ンスト ールさ れどの教科で活用し ているかなど、 お互いの校種のタ

ブレ ッ ト を確認するこ と の重要性が確認さ れた。  

 また、 生徒指導対応における小中での情報共有なども I CT を 活用するこ と で促進でき る

こ と も 提言さ れた。  

③保護者と 小中教員 

 学校便り 、 学年・ 学級便り のペーパーレス化を 進めるこ と ができ る。  

 また、 家庭学習での使用事例と し て、 良い取組の情報共有ができ た。  

④羅臼町立知床未来中学校の取組 

 I CT 環境について、 町を 上げて力を 入れており 、 小中一貫校での具体的な活用方法を 示

すこ と ができ た。  

 

3） 江別市の小中学校への提言 

① 児童生徒のタ ブレ ッ ト は持ち帰り 可能にする。 （ 1 日の学びを振り 返るために、 また

家庭学習での活用と し て） 函館市、 室蘭市、 知床町は取組済（ 実は札幌市も 学校ごと に

柔軟に取り 組んでいる） 。  

② 校内、 家庭における通信環境の整備（ 整っ ていない家庭に市の予算でポケッ ト Wi Fi

貸与などの方策を すすめる） 。  

③ 校務用、 教室用 PCタ ブレッ ト の統一（ 1 台の端末にし て無線回線を校務用と 教室用

に分けるこ と で可能と なる） 。 教員の使用 PCが 2 台あるこ と による業務の停滞、 使用

の抵抗感を 減ら す必要がある。  
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【 分科会⑥ 「 保護者の協力する一貫教育」 】   

運営者 横山光（ 北翔大教員）  

1） 分科会設置目的 

 本分科会は「 小中学校の 9 年間を通し て、 子ども 達の成長を 温かく サポート し たい!  」

と いう 思いを 大切にする教員・ 保護者の意見交換を 目的に設定し た。  

義務教育 9 年間を 通し て子供達の成長を 見守るための色々な立場の方が、 それぞれの立

場ででき るこ と を考えるこ と や、 小中それぞれのコ ミ ュ ニティ スク ールや P T Aがどう 連

携し ていく か、 北広島の西部地区での実践を 紹介し ていただき 、 江別市や江別市外で一貫

教育に C Sや P T Aが関わる第一歩と なるヒ ント を 見つけるこ と を 目的と し た。  

 

2） 分科会で得た知見・ 成果 

北広島の西部地区では CSが一緒に関わっ て小中一緒に CSの行事や学校の行事にも CSが

関わっ ていると いう こ と が印象的であっ た。 たと えば小中合同の防災訓練を 地域と と も に

実施し 、 その中で小中学生がと も に学ぶ場面を 設定するなどを し ている。 こ れにより 、 地

域の小学生中学生のつながり が感じ ら れたり 、 地域の方々が学校の運営や子供達に関心を

持ち地域の一員であると いう よう に意識の向上を 感じ たり 、 地域・ 学校・ 家庭が一体と な

っ て見守るこ と で、 安心安全に学校生活を 送るこ と ができ たり 、 小中一貫でさ まざまなこ

と に取り 組むこ と でより 良い交流が生まれている などの効果も 報告さ れた。 学校の授業に

も 地域の人員が日常的にサポート で入るなど、 地域の住民が学校教育に積極的に参加する

こ と が小中一貫教育を 支えているこ と が実感さ せら れた。 京都市の吉川先生から も 、「 PTA

も CSも 学校運営委員会も 最後は一つに」 と するこ と を ぜひ目指し て欲し いと いう ご助言を

いただいた。 CS を 積極的に取り 入れていく こ と で良いこ と がたく さ んあり 、 仕事改革にも

つながるので、 はじ めは億劫かも し れないが是非取り 組むと 良いと いう 西部地区の管理職

から の助言も あっ た。 また、 新し い取り 組みはと にかく 心のハード ルも 大き いし 、 業務の

負担感が大き いので、 「 無理を せずでき るこ と から 始めよう 」 と いう キーワード を も と に

進めてき た結果であると いう あり がたい言葉をいただけた。  

 

3） 江別市の小中学校への提言 

本分科会は、 江別市内の教職員及び保護者による不安や疑問点の交流を 主たる目的と し

ていたが、 実際には先行事例を 紹介し ていただいた北広島市西部地区の教職員及び保護者
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の参加が中心と なっ た。 こ のこ と は、 江別市内の教職員の「 保護者参画」 に対する意識や

必要性が低いためなのか、 それ以上に他のテーマに関する不安や関心が高かっ たから なの

かを 検証する必要がある。 何より も 、 先行事例紹介を 依頼し た北広島市西部地区から 、 小

中学校双方の教員、 保護者、 地域住民が一緒に参加すると いう 一体感を 見せてく れたこ と

が、 先行都市と 江別市と の違いを 物語っ ている。  

地域住民が率先し て学校運営に参加し ている姿は、 江別市の小中一貫教育を 進める上で

見習う べき 見本であり 、 PTA、 江別型コ ミ スク 、 学校運営委員会などに加え、 小中一貫教育

と いう 新たな仕組みを 学校に導入し ていく 時に、 多忙感だけが増えるこ と になっ ていない

か根本から 見直す必要がある。 分科会の中で吉川氏から 助言があっ たよう に「 PTAも CSも

学校運営委員会も 最後は一つに」 と いう 点を真剣に受け止めるべき である。 京都市は CSを

１ 年前に廃止し 、 小中一貫教育に主軸を おいている。 こ のよう な思い切っ た教育政策も 必

要である。  

 

 

（ 11） 参加者アンケート 結果 

参加者のアンケート 結果と を以下にまと める。  

① 参加者の年齢層（ 図２ ）  

 フ ォ ーラ ムには、 図２ のよう に 20 代から 70 代まで幅広

く 参加し た。 し かし 、 20 代のほと んどが大学生であり 、 現

職教員での参加は 10 人中１ 名であっ た。また、30 代では現

職教員での参加は４ 名中２ 名であり 、 若い世代の教員にお

ける、 本フ ォ ーラ ムへの関心の低さ が伺える。  

 一方、40 代、50 代の参加者には主幹教員や管理職も 多く 、

学校を運営する立場の教員にと っ て関心の高い内容であっ たと 考えるこ と も でき る。  

 

② 小中学校教員の所属 

 参加者のう ち、 小・ 中学校に勤務する教員の内訳を次にまと める。  

小学校教員 26 名（ 市内 11 校から 24 名のう ち第二小から ９ 名、 市外から 2 名）  

中学校教員 11 名（ 市内 7 校から 8 名のう ち第二中から ３ 名、 市外から 3 名）  

図２  参加者の年齢層 
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以上から 、 小学校教員の方が、 中学校教員より も 関心を 持っ ているこ と がわかる。 さ ら

に令和 4 年度から 小中一貫教育が導入さ れる、 江別第二小学校、 江別第二中学校から の参

加が多く 、 自分事と し て本フ ォ ーラ ムのテーマを 受け止めていると 考えら れる。  

 

③ 参加分科会の種別（ 図３ ）  

 本フ ォ ーラ ムでは６ つの分科会を設定し たが、 そ

れぞれの分科会参加者は図 3 のよう に第 1 分科会と

第 2 分科会に集中し た。 第 3 分科会は 6 名中 4 名、

第 4 分科会は 8 名中 4 名、 第 5 分科会は 6 名中 4

名、 第 6 分科会は 7 名中 1 名が江別市内の小中学校

教員の参加者数であり 、 一貫教育を 始める にあた

り 、 課題意識がどこ に向いているのかがわかる。  

 

④ 小・ 中学校の一貫教育を 進める に

あたっ ての課題 

 小・ 中学校の教員（ 小 26、 中 11） の

記述は、目標・ 教育課程、教員の意識向

上・ 体制づく り 、 学校間・ 地域・ 家庭と

の連携、業務負担・ 時間確保、に関する

課題に分類する こ と ができ た。 それぞ

れの課題に 関する 記述はさ ら に 分類

し 、所属する学校種別に色分けし て、記

述数を表し たも のを 図４ に記す。  

 目標・ 教育課程に関する課題は 19 の

記述があっ たが、 ９ 年間を 見通し たカ

リ キュ ラ ムや 15 歳での子ども 像の明確

化については、 中学校教員の問題意識

が非常に高いこ と がわかる( 6/11 人) 。  

教員の意識向上・ 体制づく り に関す

る 課題の記述数は最も 多く 、 小中一貫

教育を 進めていく 上での体制が未整備

図３  分科会の参加者数 

図４  一貫教育を進める上での課題と 記述数 小■ 中■ 
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であるこ と が反映さ れている。 また、 教員の意識改革についての記述や、 人的補充などの

要望も あっ た。 こ のこ と から 、 現状では特定の担当者のみに負担が偏っ ているこ と が予想

さ れる。  

学校間・ 地域・ 家庭と の連携については、 小・ 中学校での意識の差が大き い。 小学校教

員は授業に関する交流や連携を 求めており 、 より 専門的な教科運営を し ている中学校から

情報を も ら いたいと いう こ と ではないか。 一方、 中学校教員は教員同士の関係づく り を 求

めており 、 日常的に教科担任制を と っ ているために、 関係づく り の重要性を 理解し て求め

ていると 考えら れる。  

業務負担・ 時間確保に関する課題については、 小中教員と も に会議や研修の必要性と 時

間の確保を 訴えており 、 ついで一貫教育推進による業務負担増に対する課題意識を 持っ て

いる。 業務の改善・ 効率化に関する記述が小学校のみなのは、 教科担任制で分業が徹底さ

れている中学校に比べ、 小学校教員のほう が負担感を抱いているのかも し れない。  

全体を 通し た結果と し て、 体制づく り と 連携の２ つの項目において、 I CT の活用が求め

ら れていると こ ろ は特筆でき る。 本フ ォ ーラ ムでも I CT を 活用し た連携事例が紹介さ れて

いたが、 施設分離可型の小中一貫教育だから こ そ、 I CT を 活用し た授業交流や情報交換が

でき ると 良い。  

最後に、 図４ には反映し ていないが、 その他の意見と し て、 生徒指導と 教科指導の連携

の両立や、 中１ ギャ ッ プに関する記述が１ 件ずつあっ た。  

 

⑤ 小・ 中学校の一貫教育を進めるに

あたっ ての疑問や不安 

 表１ のよう に、 疑問点や不安につい

て記入し ても ら っ たが、 その半数ほど

が業務の多忙化に関する 心配で あっ

た（ 赤字） 。 また、 特別支援学級の児

童の一貫教育はどう なるのかや、 その

他配慮が必要な児童・ 生徒・ 保護者へ

のサポート を ど のよ う に進めて いく

のか、 さ ら に、 教員の配置増を 求める

記述など、 具体的な点での疑問や要望

も 寄せら れた。  

学校の独自性や地域性を担保すること と 、複数校で足並みをそろえること のバランス。 
学校全体で同じ価値観をも って進めていけるか 
業務多忙の中、計画が頓挫してしまう など不安がある。 
子ども たちにと って良いこと はどんどんやって行く べき と 思います。ただ先生方の働き

方改革も 見据えてそのバランスをどのよう に取っていく かが悩ましいと ころです。 
市教委と して、学校にと って最も 効果的な支援の方法。 
支援級在籍の子供が学区外へ入学する場合、どのよう に「つなぐ」よう にするのでしょう

か？ 
持続可能な取り組みにすること  
小中一貫教育が強調さ れ始めると 、教科免許を持っていない人はどのよう な役割が与

えられるのか、また小学校内でも 高学年が難しいなどの障害が生まれるのではないか

と 不安です。 
小中一貫教育を進めるにあたり、どう しても 会議や業務が増えるイメ ージがなく なりま

せん。自校でも 市内の学校でも 、働き 方改革と 同時に一貫教育が推進さ れていく か不

安です。 
推進を計画的に進めていく こと  
専門に動かしたりできる職員配置が絶対に必要。 
担任の先生の疲弊。先生のなりてがいなく ならないか。 
長い視野で多岐にわたるテーマに取り組んでいく なかで，不登校や発達障害，そのほか

配慮を必要と する児童・生徒，保護者へのサポートがどのよう になっていく のか，気にな

る。 
保護者の方も 仰っていましたが、働き 方改革と 逆行せずに効果をあげていけるのかと

いう こと については不安を感じ ています。小中一貫に関する業務は時間をかけるべき

こと だと 思いますが、その分どの業務を軽減でき るか見直ししていく こと は大変だと 思

います。 

表１  疑問点や不安なこ と （ 赤字は業務多忙化に関する 記述）  
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⑥ 本フ ォ ーラ ムに期待するこ と  

 アンケート の最後に、 本フ ォ ーラ ム

に期待する こ と を 記述し て いただ い

た。 その結果、 記述し てく れた参加者

の多く は「 学校同士の情報共有の場

や、 他の分科会の内容の共有（ 赤字） 」

「 先進事例の紹介（ 青字） 」 を 主に求

めているこ と がわかっ た。 また、 江別

市に対し て 小中一貫が進めやすい校

区設定の検討や、 保護者へ伝達する機

会を 求める声も あっ た。  

 さ ら に、 こ のよう なフ ォ ーラ ムの再

度開催を 求める声も 複数あり 、 本フ ォ

ーラ ムの意義が認めら れた と 考え る

こ と ができ る。 今後、 本研究グループ

で同様の機会を 設定するか、 市教委が

設定し て いく かは継続し て 協議し て

いく 必要があると 考える。  

   

２つの小学校から１つの中学校に進学する場合は、小学校同士の連携が重要にな

ってきますが、どの段階で何をすり合わせてしていく と 効果的なのか情報共有で

き る場があると いいと 思います。 
2 中 4 小のよう な特殊な小中連携を進めている先進事例を紹介してほしいと 言

う 事と 、これはフォーラムにと いう よりは、行政に検討しても らわない事になりま

すが、1 中 1 小や 1 中と 複数小など、小中一貫が進めやすい校区設定を検討して

ほしいと おもっています。 
カリキュラムに関する研修 
ぜひ、パワーポイントでご説明いただいた資料を事後共有したり、他の分科会の

資料を同様に共有できたりでき ると 、振り返りができ たり、今後の計画推進の参

考資料にできると 思います。よろしく お願いいたします。 
ぜひ、小中一貫教育がスタートしてからの全市的な交流をお願いします。当事者に

なること で、きっと より具体的な悩みや意見が出てく るも のと 考えます。 
それまでの過程を含めた実践例等を知れると 良い 
ほかの学校の先生たちと 小中一貫について悩んでいること を話し合う よう な場面

があると よいです。 
また機会がありましたら、参加さ せてく ださ い。ありがと う ございました。 
具体的な指導内容 
現在第二小中で行われている取組が今後市内に広がっていく ので、各学校での

取組について情報発信をしていただけると 嬉しいです。 
今後も先進な市町村の話題、進め方の具体の講演をお聞き したいです。 

次は教育課程の分科会に参加したいです。 
次回も開催していただきたい 
自分が参加していない分科会の内容についても もう 少し詳しく 聞きたいと 思いま

した。 
実際に進展さ れたころの開催で成果を確かめ合えたら有難いと 思いました。 
実務者同士で情報共有や討論ができ る場の提供。 
色々な市町村での実践例など、教職員に対して情報提供いただき たい。 
成果を実感さ せる内容 
先進的な取り組み、お話を聞ける機会は貴重で、機会があればまた参加したいと

思っています。ありがと う ございました。 
同じよう な内容でいいので何回かあると 他の分科会に参加でき ると 助かります。 
様々な実践事例を紹介して導入のヒントに出来れば良いと 思います 
フォーラムと 言う 形以外でも 構わないので、も っと 保護者へ伝達する機会や参加

があれば理解がすすむのではないのでしょう か？ 
また、このよう なご示唆をいただける機会をよろしく お願いいたします。 

表２  本フ ォ ーラ ムに期待するこ と  


